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本
書
は
經
濟
機
構
の一

斷
面
た
る
財
貨
の
社
會
的
移
動
を
研
究
尉
象
に
せ
る
も
の
。
ま
づ
商
業
が
現
代
社
會
の
經 

^

濟
組
纖
內
に
占
む
る
位
置
及
重
要
性
を
指
摘
し
、
次
い
で
財
貨
の
配
給
に
必
要
な
る
社
會
的
職
能
を
論
盡
し
、
之
等 

の
職
能
を
與
ふ
る
に
嬰
す
る
行
爲"
費
用
等
は
社
會
的
に
之
を
趣
く
る
こ
と
が
出
來
ぬ
所
以
を
明
ら
か
に
し
、
複
雜 

る
な
配
給
飢
織
の
種
類
及
構
成
を
詳
述
す
る
の
み
な
ら
す
*
そ
の
.由
つ
て
來
る
所
と
其
存
在
理
由
の
追
求
に
力
を
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し
、
a
つ
將
來
享
く
べ
き
變
革
を
も
周
到
に
考
察
し
て
ゐ
る
。

此
改
訂
版
は
ル
礎
的
理
論
及
方
法
に
於
て
は
不
變
と
雖
も
、
殆
ん
ど
最
新
の
資
料
を
採
用
し
、
特
に
中
央
市
場
と 

小
賣
組
織
の
如
き
は
全
的
に
改
稿
さ
れ
て
居
り
"

！ 
ニ
ニ
の
新
項
目
も
追
加
せ
ら
れ
て
、
遣
憾
な
く
新
內
容
を
誇
示
し 

て
ゐ
る
®
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lê
,、
p
e
u
l
^
s
:
v

は

爲

の_1

般

的

意

志

ノ

 .： (
y
p
l
8
t
g
ー：：ル
め
6nm:r^ale)； >

ょ
.p'區

別
l4!Jも

え
ぜ

， .̂Et̂
'̂
を

タ
ま

總

ベ

て

の

莉

害 

暮

i
n

ぶ

释

パ

ょ

り

展

則

せ

も

る

：可

で

；̂

レ
◊ (

. Ib
-
S
I
,

ぇs.:::.2
0
.
s
o
:

ま

は

. 

#
§
^

1

1

^

^

©

^

^
な

各

嵐

ま

ぱ
1

ぱ
他
？̂

な
を
が
敢
恳
.：.：彼
れ
'试

俄

常

の

従

用

を

主

張

す

る

。
：
，：前

者

ぱ

撒

靈

§

;
^
.
.
^

ぺ

其

お

か

七

，
靈虫義的で

P
象

®

後者は
；
拾

.
^
國
語
が
を
！！
於
阻
害
す
さ
ボ

g

を

)

國
際
貿
激
隅
害
れ
る

’：
が

故

に

、
.
，

そ

，

•
-
. 
..
.
 

.

 

.:
•., 
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

は
人
民
をM

：

家
に
給
び
附
け
る
ニI
f IIr,/s.:17,l,)9‘，

• 

•
 

- 

•

,

:

.

哉
い
で
フ
ザ
ふ
ヒ
，

•

ぶ
ス
ト
：
^

國
家
を
以
：
^
.
ズ

感

度
#

刹
寄
め̂
|
1骤
ゆ
1

に
ょ
つ
てi

せ
ら
れ
た
る
化
抵
深
き
解

I
, 

を
％
4

、
：他
鼓
：.0

 

★

サ

.特
有
め
歷
狭
；
s
'發
其
、.；
喉

有

'
の

ま

滸

 1

度

汲

坡

P

濟
"的
.傾f

を

有

、

す
！； 0;激

合

御

®

續

的

蒋

弗

蹇
 

i

i

 

-

V.

ン
レ

 

' 

- s
r
:
- 
$

^



. 

n
#

‘ 

2

S

V

寧
i

養
：！ 

K

i

、
：
.ラ

ク
.：'

(
K
a
r
i
&
e
i
m
r
^
c
l
l
l
l
l
^
)
：

は

財

ま

め

を

換

社

.

*

^
家

め

操

：
f

戴

え

て

驚

す

：ま

ぶ

.A

#
認

を

- 

<

^

1

:が

ぽ

而

處

す

に

於

S
;
H
.

ハ
：.
そ
膽
處
ち
に
高
き
等
級
の
經
濟
を
權
成
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
0
:時
々
6

國
際
的
關 

f

 
i

f

る
-
^わ
セ
あ
i

、
：而

夢

®

ま
韻
辟
"
：艘
れ
：ゆ
.見

解

て

：

は
#

:
^

®

生
癖
★

り
"得
る
‘の
モぁ

..，

le

ゼ

國

達

法

則

g

擧
ハ
經
濟
 

提
生
演
の
暴

」

.

(di

タ
：セ
を

xe.lyon^en-^Entwickelulngs

かesê
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